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別紙様式第１　様式2-1 ①

（令和５年度補正） 地域少子化対策重点推進交付金　実施計画書 （市町村分）

自治体名 四万十町 (都道府県： 高知県

本事業の担当部局名 企画課　企画調整係

（これまでの少子化対策の全体像及びその効果検証から浮かび上がった地域の実情及び課題 ）※全事業共通

（当年度の少子化対策の全体像及びその中での本個別事業の位置付け）

(過年度の本個別事業で浮かび上がった課題の分析及びそれに対する取組（ステップアップ）)

事 業 メ ニ ュ ー 地域結婚支援重点推進事業

区 分 重点メニュー

関 連 事 業 メ ニ ュ ー 1_2_1 自治体間連携を伴う結婚支援の取組

個 別 事 業 名 四万十町婚活推進事業
新規／継続
(一般財源での
実施も含む)

継続

実施期間 令和6年4月1日 ～ 令和7年3月31日 事業開始年度 令和 5 年度

対象経費支出予定額
※（注）１ 2,158,380

円

　四万十町の人口は、2024年1月1日現在は15,397人であり、高齢化率はすでに45％を超えている。また、現在の人口
動向のまま推移をすれば、2040年（令和22年）には人口10,000人を割り込む見込みであり、人口減少・少子高齢化へ
の対策が喫緊の課題となっている。

令和４年度に町民へのアンケート調査や関係団体等へのヒアリングを実施して、結婚支援に関する課題等を踏まえ、
今後５か年で取り組むべき婚活支援の方針や具体的な計画を定めた「四万十町婚活支援プラン」を策定したところ。
令和５年度より、その計画に基づいて、婚活相談ワンストップ窓口となる「四万十町出会い応援センターてとてと」を開
設し、相談者の意向に沿った効果的なイベントやセミナー等を開催するとともに、高知県に登録する婚活サポーター及
び町独自の婚活サポーターと連携しながら、相談者のニーズに応じたきめ細かい婚活支援に取り組んでいるが、令和
５年度事業の中で様々なイベントを実施してきたところ、町内参加者並びに女性の参加者が少なかったため、「婚活」
を意識させないイベントを実施するなどよりきめ細かい婚活支援に取り組み、センター登録者の増員を図る。また、県
内でも様々な地域イベントを実施しており、それぞれがイベントへの集客に悩みを抱えているため、高知県や他市町
村の婚活事業者等と連携しながら、より効果的な婚活支援に取り組む。具体的には、イベントの情報共有や相談者同
士のマッチング等を実施する。

自治体における少子化
対策の全体像及びその
中での本個別事業の位
置付け
※（注）２ 

＜当年度の少子化対策の全体像＞※全事業共通
　本町においては、少子化対策を「第2次四万十町総合振興計画」及び「四万十町まち・ひと・しごと創生総合戦略」に
位置づけ、「結婚支援策の推進」として、これまでも各種取組を行ってきたが、依然として人口減少に歯止めがかから
ず、出生数も年々減少傾向にあることから、引き続き結婚支援策の推進とともに少子化の人口構造の改善に向けて、
出産・子育て環境の充実に取り組んでいる。

＜本個別事業の位置付け＞
　令和２年３月に策定した「四万十町まち・ひと・しごと創生総合戦略」においては、「基本目標３　若い世代の結婚・出
産・子育ての希望をかなえる」の基本的方向「結婚支援策の推進」に位置付けており、希望どおりに結婚し、子どもが
持てるように、独身男女の出会いから結婚、子育てまでの総合的な支援策を、高知県や関係機関と連携して推進する
ものである。　



【次年度以降に向けた事業の方向性】

【事業内容を検討する上で参考とした既存事業】

番号 項目 内容
ステップ
アップ

KPI
設定

1 広報活動の強化

①町ホームページ及び町公式LINE　②婚活専用公式LINE　③出会い応援店を中心に町内事
業所でセンターチラシ（二つ折りカード）の設置数増加　④出会い応援店を中心に町内事業所
へイベントチラシの配布　⑤広報誌による継続的広報　⑥ケーブルテレビによる継続的広報　
⑦イベントチラシによる県のマッチングシステムの紹介のほか、町内で活動する婚活サポー
ターの広報　⑧県のマッチングシステム登録者及び婚活サポーターへイベント情報の周知

（１）広報の目的：結婚や出産等に関する情報に関心が低く、気が付いた時には、結婚や出産
が難しいという年齢になっている場合が多い。そこで、結婚や婚活、出産等に対しての意識を
高める広報活動を様々な媒体を活用して実施する。
（２）訴求対象者：独身者及び独身者の親や支援者等
（３）当該広報媒体の選定理由：町・事業所・イベント会場で、広域かつ幅広い年代への活用
促進
（４）広告スペース及び掲載回数：①～②、⑥～⑧イベント情報計８回、その他適宜配信③～
④適宜設置及び配布、⑤年12回１ページ

【各種広報作成部数：町内回覧1,080部　配布予定先：町内事業所80部】

○ ○

2
婚活サポータース
キルアップ研修の
開催

相談者からの婚活サポーターの希望が多く、婚活サポーターのノウハウや内面サポート等が
必要となる。そのため、サポーター登録者の増加も踏まえ、スキルアップ研修を開催する。ま
た、県の婚活サポーターやマッチングサポーターへの移行も促していく。【婚活サポーター研
修：２回 参加予定人数40名】

○ ○

3
婚活イベント及び
スキルアップセミ
ナーの開催

昨年度事業の中で実施したコミュニティイベント並びに婚活イベントのアンケート結果を踏ま
え、参加者のニーズに応じたイベントを企画し、出会いの機会を創出するとともに、そうしたイ
ベント参加への心理的ハードルを下げる。また、婚活アドバイザーによる個別相談会を実施
し、内面及び外面的要因の相談から結婚に至るまでの伴走支援を行う。
○婚活イベント
マッチング数を高めるために年代を加味した参加者構成にするとともに、その年代に応じた
関心のあるイベントを実施する。
○コミュニティイベント（街コン）
四万十町の出会いを応援する事業所（四万十町出会い応援店）と連携して、誰もが参加しや
すい（特に若い独身者）イベントを実施する。
○スキルアップセミナーイベント
婚活アドバイザーの指導や昨年度の実績により、「自分磨き」成功者が婚活成功者の事例も
あり、町内登録者を中心にスキルアップセミナーで「自分磨き」を重ね、婚活イベントでも好印
象を与えてもらえるよう外的並びに内的要因を改善していくためにイベントを実施する。
○登録者等相談会の開催
婚活アドバイザーによる登録者及び相談者の個別相談会を開催する。

なお、イベント開催時にはイベントと有機的に連携する取組として、次の３つのいずれか２つ
の取組を実施する。
・スキルアップセミナー
・イベント参加者に、センターへの登録促進や高知県の実施するマッチングシステムの紹介を
する。
・イベント参加者に対して、必要に応じて婚活サポーター及び婚活アドバイザーがサポートを
する。
【イベント実施回数：年６回　個別相談会実施回数：年２回　参加者数：計105名】

○ ○

4
四万十町婚活連絡
協議会の開催

出会いや結婚を希望する独身男女への支援を実施するため、本会及び県内の各団体が行う
イベントや各種セミナーに関する情報発信等を行うことにより、未婚者の結婚対策を促進し地
域の活性化を図ることを目的として「四万十町婚活連絡協議会」を設置する。（※年２回開催）

○

　引き続き、婚活相談のワンストップ窓口（「四万十町出会い応援センターてとてと」）を外部委託し、町内事業者や婚活サポーター、四万
十町出会い応援店と連携しながら登録者の増員を図り、相談者それぞれの要望に寄り添った婚活支援を展開する。また、県や他市町村と
の連携を充実していくとともに移住者に向けた婚活支援を検討したい。

長野県駒ケ根市「えがお出会いサポート事業」

個
別
事
業
の
内
容

※（注）３



県に登録する婚活サポーター及び町婚活サポーター登録者数 人

婚活サブサポーター・四万十町出会い応援店登録数 人

婚活イベント及びスキルアップセミナーの開催

イベント参加者数 人

婚活サポーターの支援を受けた者の満足度

婚活イベント及びスキルアップセミナーの開催

マッチング成立者数

スキルアップセミナー受講後、婚活に対し自信がついた参加者の割合

KPI項目 単位 目標値 現状値

年間出生数（４年後に年間100人以上） 人 100 62（令和４年度）

総人口に占める年少人口の割合（４年後に9.0％以上） 人 9.1 9.0（令和４年度）

婚活サポーター及び婚活サブサポーター登録者数（４年後までに45人） 人 45 9（令和４年度）

項目 単位 直近の実績

合計特殊出生率 1.97（令和３年度）

婚姻件数 件 25（令和４年度）

婚姻率 1.6（令和４年度）

KPI項目 単位 目標値 現状値
事業内容

番号
項目

（アウトプット）

1 広報活動の強化

センター登録者数 人 25 ―

2 婚活サポータースキルアップ研修の開催

20 9（令和４年度）

15 ―

3

85 ―

個別相談会参加者数 人 20 ―

（アウトカム)

1 広報活動の強化

婚活公式LINE登録者数 人 50 ―

2 婚活サポータースキルアップ研修の開催

％ 80 ―

3

人 6 ―

％ 80 ―

参考指標
※（注）５

※全事業共通

他自治体との連携・役割
分担の考え方及び具体

的方法　※（注）７

出会いの機会の創出は、広域的な取組がより効果を高めるため、県と市町村の連携により実施する。具体的には、以
下の方法とする。
【連携内容】
　・マッチングシステムの登録や閲覧ができる出張登録閲覧会に併せた相談会を開催する。
　・市町村の出会い・結婚イベント参加者に対し、マッチングシステムのおためし登録を案内する。
　・地域の特色を生かしたイベントを開催する。
　・市町村独自の、若い世代のニーズにあてはまる気軽に参加できるイベントを開催する。
　・婚活サポーター及びマッチングサポーターのスキルアップ研修の会場準備や、市町村独自の婚活サポーターに対
する参加を呼びかける。
　・婚活サポーター及びマッチングサポーターの養成講座の準備・実施のほか、協議会・交流会への参加を促すなど、
サポーター活動の活性化に協力する。

【自治体間連携により実施する事業】
　高知県：高知県出会い・結婚支援事業
　四万十町：婚活推進事業

【自治体間連携により効果的・効率的になる内容】
　・マッチングシステムのキャンペーン広報等、県事業の市町村内での広報や、人材発掘、市町村独自のサポーター
制度との連携による、県全体の結婚支援体制の強化。
　・市町村独自のイベント実施により、その地域の特性に合致した内容・方法による婚活事業の強化および、イベント
コンシェルジュからの情報共有による取り組み方法の広域展開。
　・こうち出会いサポートセンターを通じて、イベント実施を全県に広報することで、広域的な出会いの機会の場を増
加。

民間事業者との連携・
役割分担の考え方及び

具体的方法　※（注）８

四万十町婚活連絡協議会（四万十町商工会、高知県農協、四万十町観光協会、四万十町連合婦人会、婚活サポー
ター、医療法人川村会くぼかわ病院、町役場で組織する団体）にて、婚活事業の方向性や連携等について協議する。

少子化対策全体の重要
業績評価指標(KPI)及び
定量的成果目標　※（注）４

※全事業共通

個別事業の重要業績評
価指標(KPI)及び定量的

成果目標　※（注）６



個票

個票

）

別紙様式第１　様式2-1 ②

（令和５年度補正） 地域少子化対策重点推進交付金　実施計画書 （市町村分）

自治体名 四万十町 (都道府県： 高知県

本事業の担当部局名 企画課　企画調整係

（これまでの少子化対策の全体像及びその効果検証から浮かび上がった地域の実情及び課題 ）※全事業共通

（当年度の少子化対策の全体像及びその中での本個別事業の位置付け）

(過年度の本個別事業で浮かび上がった課題の分析及びそれに対する取組（ステップアップ）)

【次年度以降に向けた事業の方向性】

【事業内容を検討する上で参考とした既存事業】

事 業 メ ニ ュ ー 地域結婚支援重点推進事業

区 分 一般メニュー

関 連 事 業 メ ニ ュ ー 1_1_1 結婚支援センターの開設・運営、マッチングシステムの構築

個 別 事 業 名 四万十町婚活推進事業
新規／継続
(一般財源での
実施も含む)

継続

実施期間 令和6年4月1日 ～ 令和7年3月31日 事業開始年度 令和 5 年度

対象経費支出予定額
※（注）１ 7,477,620

円

　四万十町の人口は、2024年1月1日現在は15,397人であり、高齢化率はすでに45％を超えている。また、現在の人口
動向のまま推移をすれば、2040年（令和22年）には人口10,000人を割り込む見込みであり、人口減少・少子高齢化へ
の対策が喫緊の課題となっている。

番号 項目 内容
ステップ
アップ

KPI
設定

1

婚活相談ワンストッ
プ窓口（「四万十町
出会い応援セン
ターてとてと」）の運
営

　婚活アドバイザーからの運営サポート支援のもと、誰もが気軽に婚活相談できる窓口となる
よう、婚活専用公式LINEと専用電話を活用して随時対応を行い、毎週金曜日は相談日とす
る。相談者に対し、随時マッチングを行うとともに、必要に応じて町婚活サポーターをはじめと
する様々な支援者への橋渡しの役割も担う。また、四万十町婚活連絡協議会や町婚活サ
ポーターの事務局並びに町内事業者と連携し、様々な結婚に関する情報が集まる窓口を展
開する。
【設置場所：四万十町環境改善センター　人員体制：常時１名　開所日時：毎週金曜日10時～
18時　電話での対応は平日10時～18時、公式LINE・メールは随時受付する】

○

引き続き、婚活相談のワンストップ窓口（「四万十町出会い応援センターてとてと」）を外部委託し、町内事業者や婚活サポーター、四万十
町出会い応援店と連携しながら登録者の増員を図り、相談者それぞれの要望に寄り添った婚活支援を展開する。また、県や他市町村との
連携を充実していくとともに移住者に向けた婚活支援を検討したい。

長野県駒ケ根市「えがお出会いサポート事業」

自治体における少子化
対策の全体像及びその
中での本個別事業の位
置付け
※（注）２ 

＜当年度の少子化対策の全体像＞※全事業共通
　本町においては、少子化対策を「第2次四万十町総合振興計画」及び「四万十町まち・ひと・しごと創生総合戦略」に
位置づけ、「結婚支援策の推進」として、これまでも各種取組を行ってきたが、依然として人口減少に歯止めがかから
ず、出生数も年々減少傾向にあることから、引き続き結婚支援策の推進とともに少子化の人口構造の改善に向けて、
出産・子育て環境の充実に取り組んでいる。

＜本個別事業の位置付け＞
　令和２年３月に策定した「四万十町まち・ひと・しごと創生総合戦略」においては、「基本目標３　若い世代の結婚・出
産・子育ての希望をかなえる」の基本的方向「結婚支援策の推進」に位置付けており、希望どおりに結婚し、子どもが
持てるように、独身男女の出会いから結婚、子育てまでの総合的な支援策を、高知県や関係機関と連携して推進する
ものである。　

個
別
事
業
の
内
容

※（注）３



個別マッチング数 組

事業対象者の事業（センター）に対する満足度

KPI項目 単位 目標値 現状値

年間出生数（４年後に年間100人以上） 人 100 62（令和４年度）

総人口に占める年少人口の割合（４年後に9.0％以上） 人 9.1 9.0（令和４年度）

婚活サポーター及び婚活サブサポーター登録者数（４年後までに45人） 人 45 9（令和４年度）

項目 単位 直近の実績

合計特殊出生率 1.97（令和３年度）

婚姻件数 件 25（令和４年度）

婚姻率 1.6（令和４年度）

KPI項目 単位 目標値 現状値
事業内容

番号
項目

（アウトプット）

1 センター登録者数 人 25 ―

2 県に登録する婚活サポーター及び町婚活サポーター登録者数 人 20 9（令和４年度）

3 町婚活サブサポーター・四万十町出会い応援店登録数 人 15 ―

4 12 9（令和４年度）

（アウトカム)

1 公式LINE登録者数 人 60 ―

2 婚活サポーターの支援を受けた者の満足度 ％ 80 ―

3 マッチング成立者数 人 6 ―

4 ％ 80 ―

参考指標
※（注）５

※全事業共通

他自治体との連携・役割
分担の考え方及び具体

的方法　※（注）７

出会いの機会の創出は、広域的な取組がより効果を高めるため、県と市町村の連携により実施する。具体的には、以
下の方法とする。
【連携内容】
　・マッチングシステムの登録や閲覧ができる出張登録閲覧会に併せた相談会を開催する。
　・市町村の出会い・結婚イベント参加者に対し、マッチングシステムのおためし登録を案内する。
　・地域の特色を生かしたイベントを開催する。
　・市町村独自の、若い世代のニーズにあてはまる気軽に参加できるイベントを開催する。
　・婚活サポーター及びマッチングサポーターのスキルアップ研修の会場準備や、市町村独自の婚活サポーターに対
する参加を呼びかける。
　・婚活サポーター及びマッチングサポーターの養成講座の準備・実施のほか、協議会・交流会への参加を促すなど、
サポーター活動の活性化に協力する。

【自治体間連携により実施する事業】
　高知県：高知県出会い・結婚支援事業
　四万十町：婚活推進事業

【自治体間連携により効果的・効率的になる内容】
　・マッチングシステムのキャンペーン広報等、県事業の市町村内での広報や、人材発掘、市町村独自のサポーター
制度との連携による、県全体の結婚支援体制の強化。
　・市町村独自のイベント実施により、その地域の特性に合致した内容・方法による婚活事業の強化および、イベント
コンシェルジュからの情報共有による取り組み方法の広域展開。
　・こうち出会いサポートセンターを通じて、イベント実施を全県に広報することで、広域的な出会いの機会の場を増
加。

民間事業者との連携・
役割分担の考え方及び

具体的方法　※（注）８

四万十町婚活連絡協議会（四万十町商工会、高知県農協、四万十町観光協会、四万十町連合婦人会、婚活サポー
ター、医療法人川村会くぼかわ病院、町役場で組織する団体）にて、婚活事業の方向性や連携等について協議する。

少子化対策全体の重要
業績評価指標(KPI)及び
定量的成果目標　※（注）４

※全事業共通

個別事業の重要業績評
価指標(KPI)及び定量的

成果目標　※（注）６


